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第９４号（２面）２０１３年１月２５日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************








　◆　パプアニューギニア、ガダルカナル、レイテ島などの戦場の様子は、主に大岡昇平の小説を通して印象に残り記憶していました。伊賀上さんのお話をお聞きし、小説を最初に読んだときのショックが甦りました。飢えに苦しんだあげくの人肉事件問題も含め、戦争の実像を次世代に継承してゆくことは本当に大切なことですが、一方で困難を伴う課題であることもよくわかります。安倍政権の日本軍「慰安婦」問題をはじめとする「歴史問題」は、第二次世界大戦後の世界の共通認識をひっくりかえすもので、世界中を敵にまわすことになると思います。この問題をあいまいにしないたたかいが私たちに課せられています。今後、戦争体験者が少なくなっている中で粘り強く加害を含めた体験を語っていただくことや、丁寧に戦跡をめぐる活動などをなさっている伊賀上さんに敬意を表します。遺骨収集問題の複雑さを初めて知りました。（多摩川　加藤由美子）


　◆　今日は「平和遺族会」の新年会でしたが、兄が比島で餓死、次兄が南方より帰国後栄養失調で自死、それで南方の話をと思い参加しました。私自身、一九九五年比島遺族の旅、南京、平頂山等の平和の旅を重ねてきました。沖縄集団自決の地にも行きました。教職を退いてからも平和の語り部として地域で活動しています。『はだしのゲン』『集団疎開』の紙芝居、絵手紙、平和への手紙等をかいて活動してきました。「限りある日々の記録」のブログを出しています。自宅で月一回読書会をしています。三・一一は私達に何を語り、問いかけているかと！（若葉町　斉藤和子）


　◆　今日のお話と、昨年「憲法ひろば」で出かけた「東京大空襲・戦災資料センター」での内容が重なりました。あそこの展示物の中で印象に残ったものの一つに地方都市の空爆の写真がありました。そして今日ルメイ中将による空爆が全くの無差別爆撃だったこと、これが広島・長崎原爆へつながることがますますはっきりしました。戦争はごく一部の人にとっては利益につながることであっても、一般の市民、兵隊にとっては何の益もなく、被害を受けるだけのことだということを、多くの人に知ってほしいと思います。安倍晋三首相の許せない改憲を何とか実行されないようにしたいと強く思いました。（小島町　関口暢子）


　◆　南海の戦跡に眠る夥しい数の遺骨と、これにまつわる忌まわしい史実を、温かい眼差しで語られた伊賀上さんに心から感謝します。私の実父が戦病死したのは中国の漢口ですが、叔父が命を落としたのはニューギニアのアイタベです。実父の弟がラバウルから命からがら帰って私たちを育てました。「未収集遺骨をどうしたらいいか？」との伊賀上さんの問いかけが嬉しかった。この問いかけは、骨のかけらさえ帰って来ることのできなかった実父や叔父を、今は亡き養父をも、温かく癒したことでしょう。


　（多摩川　鈴木彰）
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　交流コーナー


　　多摩川住宅九条の会


　一月二七日(日)十三時半～十五時半、テーマ＝「いま、ドイツの脱原発は？」、講師＝石川康子さん（調布「憲法ひろば」世話人、ドイツ語教師、多摩女性学研究会会員）、於・多摩川住宅ト七集会所、会場整理費三百円 ▼連絡先 ４８８-９６３５佐藤


　多摩川九条の会


　二月二四日(日)十三時半～十六時半、テーマ＝「チェルノブイリとフクシマ･･原発事故から人類の課題を考えます」、於・多摩川児童館、資料代五百円 ▼共催・日本ユーラシア協会調布狛江支部・世田谷支部▼連絡先 ０９０-４３９９-５３７６古川


　◆ 市内の九条の会の


  　　　情報をお寄せ下さい














